
                               令和３年５月１３日 

                                     部 活 動 委 員 会 

 

令和３年度 横浜市立六ツ川中学校 部活動委員会方針について 

 

 部活動委員会では、今年度の本校の部活動のあり方として、全職員顧問制のもとで一体となった方向

性を示し、生徒たちへのよりよい教育活動が展開できるよう努めていきたいと考えます。そこで、部活

動委員会より次のように具体化した目標を示し、生徒たちの成長、六ツ川中学校のさらなる活性化、そ

して発展へとつなげていきたいと思います。生徒たちが安全で、かつ安心して全力で取り組める環境作

りを目指し、今年度も先生方のお力のもと、部活動を盛り上げていきましょう。 

 

                 六ツ川中学校 学校教育目標 

                     地域とともに 

夢や目標を実現する力を育てます。 

 

より具体化した目標 

 

 

 

これらを達成するために本校の４大目標とタイアップ 

 

                       

 

 

 

                  知・徳・体・公・開 

 

 

 

                                 

 

 

 

知 
「自立して生きる力」 

学習の基礎・基本を身に付けるとともに、未来に生かすことができる力を育成します。 

徳 
「社会で豊かに生きる力」 

人との繋がりを大切にしながら、社会や地域で豊かに生きる力を育てます。 

体 
「健康で豊かなからだとこころ」 

運動経験や基本的生活習慣を大切にして、心身ともに健康で豊かなからだを作ります。 

公 
「協働する実践力」 

地域との関係を大切にして、地域や社会で協働する実践力を育てます。 

開 
「未来を築こうとする態度」 

広い視野をもち、意欲的に未来を築こうとする前向きな態度を育てます。 



＜今年度の六ツ川中学校の部活動の最大目標＞ 

 

 「挨拶」 ①学校全体をより活性化させるために、誰にでも気持ちよく挨拶できる生徒

を育てよう。（あいさつは、心をつなぐ魔法の言葉） 

      ②お互いを尊重する姿勢を養うために、礼儀を大切にしよう。（親しき仲に） 

      ③「おはようございます」「こんにちは」の挨拶から、「ありがとうございま

す」の感謝の言葉が自然と言える心を大切にしよう。（相手への思いやり） 

  

「時間」 ①時間を守ること＝信頼へとつながる。（その逆も言える） 

     ②活動時間だけでなく、登校時間・下校時間も含め、常に時間を意識しなが

ら行動しよう。 

     ③「時間」は過ぎるものではなく、作るもの。（受け身ではなく自分から。時

間のありがたみを忘れない。） 

 

「掃除」 ①活動場所は、いつも清潔に保とう。（日々の心がけが大切） 

     ②使用した活動場所は、使用前以上にきれいにしよう（遠征などで他の施設

を使用した場合は特に）。 

     ③いつも使用できる環境への「感謝」の気持ちを持って、清掃活動に取り組

もう。 

 

「感謝」へ（知・徳・体・公・開） 

 

①朝練習・午後練習と、日々部活動ができることは、家族の支えがあってのもの。 

そして、活動に必要な道具類や服装などが使用できることに感謝しよう。 

 

（家族＜人＞を敬う気持ち、物を大切にする気持ち） 

 

②共に励み合っている仲間（相手）への感謝の気持ちを忘れないこと。仲間あっ

ての部活動であることをいつも考えさせる。 

 

（仲間＜相手＞を思いやる気持ち、豊かな心） 

 

③毎日部活動ができる環境への感謝の気持ちを忘れないこと。 

 

（日々当たり前に活動できていることを、当たり前にならないこと） 

 

④いつも心に「ありがとう」の気持ちを。 

 

（周りの支えがあっての自分＝今の自分があることへの感謝） 

 

 


